
２
０
１
２
年
１
月
１
８
日
、

東
京
土
建
練
馬
支
部
会
館

３
階
、
大
会
議
室
で
、

「
練
馬
労
連
2012
新
春
の
つ

ど
い
」
を
開
き
ま
し
た
。

集
い
に
は
、
東
京
地
評
の

柴
田
常
任
幹
事
政
策
局
長
、

区
労
協
の
松
澤
事
務
局
長
、

日
本
共
産
党
の
方
々
、
昨

年
の
区
長
選
で
奮
闘
さ
れ

た
古
賀
義
弘
さ
ん
な
ど
を

は
じ
め
１
４
団
体
の
ご
来

賓
、
労
連
傘
下
の
組
合
員
、

そ
し
て
、
イ
マ
ジ
ン
平
和

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

の
皆
さ
ん
、
創
立
４
５
周

年
記
念
公
演
を
行
な
う
荒

馬
座
の
皆
さ
ん
、
認
可
保

育
園
を
目
指
し
奮
闘
す
る

風
の
子
保
育
園
の
保
育
士

の
皆
さ
ん
な
ど
、
総
勢
７

０
人
を
超
え
る
ご
参
加
を

頂
き
、
運
動
の
前
進
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。

東
京
地
評
の
柴
田
さ
ん
は
、

こ
れ
か
ら
の
春
闘
の
闘
い
に

向
け
、
よ
り
一
層
の
団
結
を

呼
び
か
け
、
区
労
協
の
松
沢

事
務
局
長
は
、
労
働
組
合
の

こ
れ
か
ら
の
重
要
性
に
つ
い

て
語
る
と
、
守
る
会
の
栗
原

さ
ん
は
、
楽
し
ん
で
運
動
を

続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。６

月
に
コ
ン
サ
ー

ト
を
控
え
た
イ
マ

ジ
ン
平
和
コ
ン
サ
ー

ト
の
皆
さ
ん
は
、

ゆ
う
た
さ
ん
の
優

し
い
歌
声
と
メ
ン
バ
ー
と

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
皆
さ
ん

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
素
晴

ら
し
さ
を
思
わ
せ
る
も
の

で
、
会
場
は
和
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
荒
馬
座
の
皆
さ
ん

は
、
太
鼓
特
有
の
音
と
拍

子
で
４
５
年
の
歴
史
を
懸

命
に
披
露
し
ま
し
た
。
風

の
子
保
育
園
の
皆
さ
ん
は
、

保
育
士
５
人
で
の
参
加
に
よ

り
、
園
長
先
生
の
藤
田
さ
ん

が
「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
み

ん
な
で
育
て
あ
い
育
ち
あ
う
」

と
い
う
言
葉
の
も
と
地
元
練

馬
で
５
４
年
間
頑
張
っ
て
き

た
歴
史
に
ふ
れ
、
園
の
存
続

を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

２・１０中央総行動

１２時～日比谷野外音楽堂

ＴＰＰ参加・消費税増税を許すな

なくせ貧困、仕事よこせ、震災復興
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あけましておめでとうございます

挨拶する掛端議長

新年明けましておめでとうございます。

昨年は、３月１１日の東日本大震災があ

りこの地震で津波の影響で東京電力福島第

一原発の事故により、戦後経験した事のな

い放射性物質の恐怖に直面しました。

この災害で被災されました方々には、心

からお見舞い申し上げます。

被災地では、これから復興に向かってい

る時に消費税増税、社会保障改悪そしてTPP

問題、労働者、国民を無視し財界のことし

か頭にない野田内閣、何にも行動できない

国に対して、いきどうりを感じるところです。

練馬区は何にも施策を取らずに仕事がな

く保険料を滞納した世帯の差し押さえまで

して、何が区民のための区政なのでしょう

か。もっと区民のための区政であって欲し

いと願うものであります。

今年は、特に労働組合が求められる年に

なると思います。非正規雇用が増え続け、

労働条件が悪くてもどこに相談していいか

知らないからです。その方々に労連へ加入

して頂き、一人一人の利益を守る運動をし

ていきたいと思います。地域労組と共に連

帯しこれからの運動にご協力をお願いして

挨拶にかえます。（掛端）

風の子保育園の皆さん イマジンコンサートのゆうたさん 荒馬座の雄雄しい和太鼓

区労協松澤事務局長

東京地評柴田政策局長

（１）２０１２年１月２５日 ねりまろうれん 第１３８号

安

心

し

て

働

け

る

社

会

を



１
月
１
７
日
１
１
時
、
厚

労
省
前
要
求
行
動
を
皮
切
り

に
、
今
年
の
春
闘
は
幕
を
開

け
ま
し
た
。
全
労
連
・
国
民

春
闘
は
、
全
国
か
ら
共
に
闘

う
仲
間
が
、
東
京
大
手
町

に
あ
る
日
本
経
団
連
に
結

集
し
、
春
闘
の
闘
争
宣
言

行
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

行
動
に
は
約
５
０
０
人
以
上

の
人
々
が
参
加
し
、
「
賃
上

げ
で
景
気
の
回
復
を
」
「
大

企
業
の
横
暴
に
屈
せ
ず
、
労

働
者
の
権
利
を
勝
ち
取
ろ

う
」
「T

P
P

反
対
！
こ
の
国

を
守
ろ
う
」
「
消
費
税
増
税

反
対
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
、

旗
を
か
か
げ
、
抗
議
行
動
を

行
い
ま
し
た
。
全
労
連
の
大

黒
議
長
は
、
「
大
企
業
は
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
口
実

に
大
規
模
な
派
遣
切
り
を
強

行
し
内
部
留
保
を
前
年
度
比

９
兆
円
も
溜
め
込
ん
で
い
る
。

こ
れ
に
対

し
て
民
間

企
業
労
働

者
の
年
間

平
均
賃
金

は
、
こ
の

１
０
年
間

で
５
０
万

円
も
減
少

し
て
い
る
。

経
団
連
は
、

内
部
留
保

は
生
産
設

備
や
在
庫

な
ど
で
保
有
さ
れ
て
い

る
と
し
て
、
賃
上
げ
や

雇
用
に
向
け
た
活
用
に

背
を
向
け
て
い
る
。
し

か
し
、
現
金
や
預
金
な

ど
い
つ
で
も
使
え
る
手

元
流
動
性
資
金
は
６
０

兆
円
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
資
金
を
、
震
災
の

復
興
や
、
雇
用
の
安
定

の
た
め
に
使
う
べ
き
で

あ
る
。
国
民
の
た
め
に

使
う
べ
き
で
あ
る
」
と

力
説
し
ま
し
た
。

（２）２０１２年１月２５日 ねりまろうれん 第１３８号

２
０
１
２
春
闘
ス
タ
ー
ト

！

今この現実から脱却し我々の要求を勝ち取るためにしっかり学習よう！！

第１弾 ２月９日（木）18：30～ 「 地 域 経 済 の 活 性 化 を 考 え る」
～なぜ日本は働く者を大切にしないのか～

講 師：八幡一秀氏 （中央大学 経済学部教授）

第２弾 ２月１７日（金）18：30～ 「 社 会 保 障 と 税 の 一体 化 と は 」
～医療、福祉これは大変！大きな運動をつくろう～

講 師：芝田英昭氏（立教大学 コミュニティ福祉学部教授）

会場は両日とも練馬区立勤労福祉会館（TEL03－3923－5511）西武池袋線

経団連前で訴える仲間

訴える大黒全労連議長

経団連５００人で包囲

賃上げと安定した雇用を！

大
企
業
は
社

会
的
責
任
を




